
情報モラル研修会を始めます。
テーマは「ＳＮＳや掲示板への投稿」です。
（★）
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ネット上では、ＳＮＳや掲示板への不適切な投稿が絶えません。ネット上で炎上して
しまうと、瞬く間にその情報が拡散・複製され、個人情報が特定されてしまいます。
ネットの世界は、大人のルールが適用されているといえます。
そこで、情報発信をする子どもたちを守るためには、どのような指導を行えばよいの
かを考えるために、『ネットの特性を理解し、不適切な投稿が将来まで影響すること
を知る。』を研修のゴールとしています。
（★）
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ネット上で、ＳＮＳや掲示板への投稿が多くの批判を浴び、広く知れ渡る状態になる
ことを「炎上」と呼びます。火事になぞらえた呼び名ですが、この数年ですっかり定
着してしまいました。
（★）特に有名なのが、2013年夏に起きた「アイスケース事件」でしょう。

コンビニのアルバイト店員がアイスケースに入った写真をＳＮＳに投稿したところ、瞬
く間に情報が広がって大変な騒動になりました。
その後も、このような事件は何度も繰り返されています。

ときには暴力を振っている「いじめ動画」が投稿されることもあり、悪ふざけの延長で
は収まらない深刻な問題をはらんでいるのです。
（★）
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不適切な投稿によってネット上で炎上する背景には、ケータイやスマホのカメラ機能
などで簡単に撮影できるような環境があり、さらに簡単に画像が投稿できるサービ
スがあるという情報社会の問題もありますが、情報発信に対する知識が不足してい
ることも原因と考えられます。
（★）
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また、インターネット上の情報には、
（★）「残存性」（＝一度広がった画像は取り消すことができない）
（★）「複製性」（＝デジタル化された画像は質を落とさず短時間で複製できる）
（★）「伝播性」（＝瞬時に世界に向けて広がる）といった特性があります。

ネット上では、投稿内容のコピー（複製）が次々と生まれていくため、元の投稿を削
除しても事態を止めることはできません。普段は友達しか注目していないような投稿
でも、偶然見かけた誰かが拡散を始めるだけで、雪だるま式に問題が大きくなって
しまうのです。
（★）
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炎上の恐ろしい点は、その過程で個人情報が特定され、ネットに残り続けるというこ
とです。

位置情報や投稿された写真、過去の投稿などを組み合わすことによって、個人情報
が特定され、ネット上にさらされてしまいます。
さらに、本人だけでなく、家族や学校の情報も暴かれてしまいます。
つまり、炎上は本人だけの問題ではなく、周囲にも多大な影響を与えてしまうのです。
（★）
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不適切な投稿によってネットに残った情報は、その後の人生にも暗い影を落としま
す。その投稿によって発生した損害に対する賠償金の問題はもとより、進学、就職、
結婚など、人生の大事なときにネガティブな判断を受けることがあるからです。

また、ネットの情報を消し尽くすのは不可能ですので、生涯にわたってその事実は
残り続けます。このことを、消すのが困難な入れ墨にたとえて、デジタルタトゥーと言
います。

特に個人が特定されている場合、名前で検索するだけで簡単に辿り着いてしまうた
め、大変なハンデを背負い続けることになります。（デジタルタトゥーとして一生苦し
むことになります。）
（★）
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炎上が起きるたび、多くの人が感じる疑問が「批判されるのが当然のことを、なぜわ
ざわざ投稿するのか？」ということでしょう。

これは、「モラル」の問題もありますが、自分の投稿が「公開」されているという実感
に乏しいのではないか、という意見があります。つまり、本人としては仲間内にだけ
見せているつもりなのです。

スマホ時代になって、ＳＮＳへの投稿も「アプリ」を通じて行うようになり、「閉じた世
界」に見えがちなことも、その原因かもしれません。
いずれにせよ、

（★）「ネットを通じたやりとりは、誰でも見ることができる」「ネットの情報は残り続け、
消すことができない」「ひとたび炎上を起こすと、人生に取り返しのつかない影響を
与える」この3点は、どんなに強調してもし過ぎるということはないでしょう。

子どもたちは、頭では分かっていても「実際に自分の身に降りかかる」ことをうまく想
像できない場合があります。

たった１枚の写真や投稿が、人生を変えてしまう・・・このことを粘り強く伝えることが
大切だと思います。
（★）
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２部では、不適切な投稿を防ぐために、情報発信するときに注意しなければならな
いことを考えてみましょう。
（★）
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